
 

                        

 

 

 

 

 

 
平成 27年３月４日 

各   位 
会 社 名 株 式 会 社 イ ー グ ラ ン ド 

代 表 者 名 代表取締役社長 江口 久 

 （コード番号：3294 東証ＪＡＳＤＡＱ） 

問 合 せ 先 取締役管理部長 白惣 考史  

 （℡. 03-3518-9779） 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、本日開催の取締役会において、平成 26 年５月 12 日に公表しました平成 27 年３月期の通期業績予

想の修正について決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。  

 

１．平成 27 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 26 年４月 1日～平成 27年３月 31日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前 回 公 表 予 想（Ａ） 

（平成 26年５月 12日公表） 

百万円 

15,885 

百万円 

1,232 

百万円 

1,015 

百万円 

629 

円 銭 

99.85 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 15,200 872 670 476  77.56 

増 減 額（Ｂ-Ａ） △685 △360 △345 △153 ― 

増 減 率（％） △4.3 △29.3 △34.0 △24.4 ― 

（ご参考）前 期 実 績 

（平成 26年３月期） 
12,523 1,197 952 583 111.38  

（注）当社は、平成 25年９月 11日付で普通株式１株につき 1,000株、平成 26年 10月１日付で普通株式１株につき４株の株式分割を

行いましたが、前事業年度の期首にこれらの株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり当期純利益」を算定しております。 

 

２．業績予想の修正理由 

 当社の主たる事業である中古住宅再生事業におきましては、物件仕入の競合増加に伴い仕入価格が上昇し

ておりますが、消費マインドの低迷によってそれらを販売価格に転嫁することが難しい状況が続いておりま

す。このような環境下、当社では、郊外物件とりわけ中古戸建物件が、近隣の新築戸建の値下げ販売の影響

等により販売価格の見直しを余儀なくされたほか、主に地方物件において長期保有物件が増加したため、大

幅な価格調整を実施して在庫の入替を図ったことによって、売上総利益率が低下いたしました。 

当期の通期業績予想につきましては、住宅市場の繁忙期である３月に向けて積極的に販売活動を行っては

おりますが、引き続き在庫の入替を進めていることから売上総利益率は回復に至らず、利益が当初予想を下

回ることが見込まれるため、前回公表予想の修正を行います。 

なお、平成 27年３月期の配当予想につきましては、修正はありません。 

 

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成されております。そのため、実際の業績

は上記の予想とは異なる場合があります。 

以上 


